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避難所運営 〜もっと女性の参画を！〜

地域防災訓練ではどうだった？  避難所は市民が開設・運営！
性別に偏りのない役割分担をしよう！

女性や育児・介護中の人のための備蓄は？

プライバシーを確保しよう！

　今年で東日本大震災から15年目を迎えます。東日本大震災をきっかけに、防災においても男女共同参画の大切さが注目されるよ
うになりました。しかし、避難所運営の意思決定の場に女性が少ないといった課題が、2024年１月に発生した能登半島地震で改めて
浮き彫りになりました。今号では、2025年６月に実施された和光市地域防災訓練と危機管理室職員への取材をもとに、男女共同参画
の視点から災害時の避難所運営のあり方を考えてみました。
　皆さんも性別にかかわりなく誰もが安心・安全に過ごせる避難所について考えてみませんか？

　避難所運営の役割分担には、受付、食料・物資
の受入、保健衛生、施設管理などがあります。
　これまでは、「男性は避難所運営リーダー」「女性
は炊き出し担当」など性別により役割分担が決ま
る傾向がありましたが、性別で特定の役割が偏ら
ないように分担し、避難者みんなで避難所を運営
していくことが重要です。

　災害時の備蓄は誰にとっても必要ですが、
とりわけ女性や育児中、介護中の家庭など特
有のニーズに合わせることが重要です。例え
ば女性に対しては用途に応じた生理用品、子
育て世帯にはおむつや授乳用品など、備蓄品
は十分な量を確保することが必要です。

　北原小学校の防災訓練では、物資を搬入する際、ほ
ぼ全員参加のバケツリレー形式で行っていました。
　２リットルの水が６本入った箱を、体育館の入り口か
ら物資保管場所の体育館ステージまで、一列になって
みんなで協力して運んでいましたね。
　この「みんなで協力する事」が「共助」になりますね。

　「ポスターなどに漢字
が入っていると読めない
人もいる」と避難訓練に
参加していた小学生から
の意見もありました。

女性のリーダーと男女2人の
サブリーダーが活躍していました

防災倉庫内備蓄品

地域防災訓練でのバケツリレー

地域防災訓練での
パーテーション組み立て

※埼玉県「ジェンダー視点による避難所開設・運営の充実強化のための標準手引き」▲

　避難所の安心・安全な環境を整えるには、
プライバシー確保や要配慮者に対する視点
が大切です。
　北原小学校での訓練では簡易パーテーショ
ンを組み立てて設置するなど、プライバシー
を守るためのスペースを確保していました。

　避難所生活が長期にわたる場合、リーダーを1人に任せるより、あらかじめ複数のリー
ダーを選出しておいて、ローテーションで業務を行うこともよいと思います。特に、異な
る性別のリーダーを置くことで、性別により違う視点から避難者に配慮した運営が期待
できます。

　想定避難者数×3日分の備蓄が必要です。和光市と埼玉県の備蓄を合わせて、計3日
分を確保しています。

DV・性暴力などを防ごう！
　災害時は平常時よりも、DVや性暴力、ハラスメントが起
こりやすくなります。また、避難所には老若男女を問わず多
様な立場、考え、思想を持った人たちが集まり生活をしなけ
ればなりません。まわりの人たちや女性、要支援者に対して
配慮しなければ安全・安心な避難所にはなりません。避難生
活が長期化してきた場合は相談窓口の開設も考えましょう。

　避難所運営の中で不安や困りごと、暴力などに対する相談体制の整備が必要です。
性被害などを防ぐために、掲示板を活用し啓発することも有効です。

※�危機管理室によると「備蓄品は、数に限りがありますので、ご自身でも備蓄する
などの準備をしてください」とのことです。

　和光市では、粉ミルク、哺乳瓶など乳児のための備蓄があります（※）。
　空き教室に相談スペースを設けるなど、相談する人が話しやすい環境を整えることも
大事です。

　避難所でメインとなるのは「居住スペース」です。埼玉県の手引き（※）
では、世帯ごとに空間を割り当て、女性のみの世帯や乳幼児のいる世帯
用のスペースを設ける配慮が大切とされています。おむつ替え・授乳な
どのスペースを設置する配慮も求められます。また、更衣室は男女別に
離れた場所に設け、施錠など防犯を意識することが重要です。

●避難所運営リーダー

●生理用品・おむつ（こども・大人）の備蓄
●啓発活動

●相談スペース
●授乳用品の備蓄

●専用スペースの活用

他にもこのような気付きが！

問企画人権課 人権文化交流担当 ☎424-9088

自助

公助

共助

自分の身を自分で守る

行政などによる救助・支援

地域で助け合う
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DV・性暴力などの相談や
メンタルケア、健康相談
は、空き教室など避難所ス
ペース以外で相談を
行うといいですね

防犯を意識して見通し
が良い場所に設置する
と安全ですね また、だ
れでも使えるトイレも
あるとより良いですね

障がいがある人の
導線を考えて、1階
にスペースを設ける
必要がありますね

パーテーションを設置するなど、
プライバシーを確保する
配慮が必要ですね

女性用品の配布を
女性が担当すると、
受け取りやすいで
すね

困りごとがある
人には、まず避
難所本部で話
を聞きます

男女共同参画わこうプラン推進委員に
ご興味ありませんか？

編集後記

避難所のイメージ 限られた空き教室しか使えず、体育館を避難所として使用する例

　男女共同参画について話し合い、和光市男女共同参画情報紙
「おるご～る」を作成します。次回の委員の募集は令和９年１月
頃を予定しています。詳細は企画人権課まで。

応募資格／市内在住・在勤・在学の満１８歳以上
募集人数／４人　任期／令和９年度から２年間
会議開催／毎月１回程度（計7回/年）
謝礼／出席１回につき1,000円

男女共同参画わこうプラン推進委員

和光市男女共同参画アドバイザー

●�避難所といえば、ざこ寝。市でも、災害時の
風景は現在でも変わらないようで、さまざ
ま考えさせられました。（浅野 里香）

●�避難訓練や災害時の現場の声が避難所の
改善につながっており、私たち市民の役割
は重要だと感じました。（土田 那津子）

　今年も「おるご～る」を無事に発行することができました。地域防災訓練の見学など、ご協力いただいた皆様に
感謝申し上げます。 （石崎 裕子〈跡見学園女子大学 観光コミュニティ学部 まちづくり学科准教授〉）

●�避難所の運営に関しては、平常時からいざという時に対す
る役割分担やプライバシー意識の向上が必要であると改
めて感じました。（松橋 香二）

●�避難所は災害の時に避難する場所だと思っていましたが、
今回の取材や会議を進めていく中で、そこに集まってきた
人たちが生きていくためにさまざまな役割を持って生活を
していく場所だと認識を改めました。（大坂 秀樹）
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　地震の場合、避難所が開設
される基準は、和光市で震度
6弱以上の揺れが観測された
時です。
　各避難所には緊急初動要
員と呼ばれる職員が配置さ
れており、各施設が避難所と
して使えるように鍵を開けま
す。その後、避難者同士が協力
して、避難所の運営をします。

詳細は「和光市防災ガイド＆
ハザードマップ」で▲

北原小学校地域防災訓練後に
リーダー・サブリーダーからお話をうかがいました！
■リーダー・サブリーダーからのコメント
●�今回の訓練では避難者の悩みを聞くスペースがな
かったですが、悩みがある人のための「相談コーナー」
のようなものがあると、ストレスのない避難所になる
かもしれません。

●�訓練中は、性別問わず手が空いている人に声をかけ、
積極的に訓練に参加してもらうよう意識しました。

●�避難生活が長引く場合は、人手が足りないことを理由
に、女性用品を男性が配布するなど、女性に対して十
分な配慮ができないことが懸念されます。

■わこうプラン推進委員の感想
●�皆さん、男女共同参画について考えて訓練し
ていましたね。
●�相談コーナーを設けることは、避難者のニー
ズによって支援や情報提供をすることができ
るので、必要であると感じました。
●�性別によって役割を決めずに、避難者同士で
協力して避難所運営をすることは重要ですね。
●�避難生活が長期化した場合、女性に対して
配慮した運営を意識することも重要ですね。

●避難所って、市民が開設し運営していくものなのですね
●炊き出しは、アウトドア料理に慣れた人がやるといいですね
●避難所運営の役割もローテーションしていけるといいですね

わこうさんの感想

皆さんも毎年６月に行われる防災訓練にぜひ参加ましょう！


